
餐合一不整勧自転妙の掠れe,hcsi

衛にS.･02について

敦夫基線工 山 田 率 免

等1. ユ竹TroducT,ton
整合相(C相氾 云う塩もなく.ある靭壁畳に関するかとっの晩年兼であるが.不登/鯛

(IC射 拍 f=､恥 親身変数の別の歓奇相で､あるがら.C-IC兼乗移l漸 層絹の謁畝

多である.-払 磯 粛覇の兼鮎 建鮭はいわゆる及風霜一成良遜衆一寸Tjわら準を虹
水魔l二ある冴兼中二を魁F凝l二相老する相の勧 ち乳根 十し これが成長して彰戒をお､う

曲を一にIって塵竹串 ヒ考え練 るがら､もしC一工L用転移の遡及がやはリL相争こLC
勧 生ヾ,射 れ ;FLJこその界融 磯勧する.という過経を迫るljらぼ称 二二の薄轍 を1如 l

掛 tJして儲鈴栃 強要 し拍 いわけて-ある｡異動1後'二並べるように孝rJtるl,-KI4線移遜鎧
ヒーま翼 ,て､･むフヒ1蜘 ･fj砿穐動じ射手って過行すると考えられる｡このようrJ狗幾払i
c-IC鹿 移え立像では_鬼ん摘 臥 丁擁尊 .-_夕くの孝暮触 魁 存ヾ在可もニヒヒ繍鼻
していろ.

不整′細 とl持比 07路子Q,周尉性L/Tl整合rJ,周東で宴朝これTニ耽孝吉(ド)をもづ水飴で

凄曙 妥数ELv･)の脚 各11線 の々ものがあるが.その偵凌エネルギーの泉式Ll塊 で､

F=侵〔(∇卜S)之･vocos2,7PX]dZ (lJ

のように拍丁る.下班との7=r巷合皮をあらわす恥.S村 payumqelergを含む断 頭が1L克
纏 え化させる鮎勤か こな,ていろ.C-IC兼敏多,i.(Tc)田丸て､甘 空間変執 上 線でな

く.新 鶴に舶 凍る[ごl怪 か構造 l通 ブニラとする碩偏のため.真数rJl班 餐化をすら

私 ､飽薮でへたてられ[こ(いわゆるd.･sco帆叫eVtSuYdI･orl)整鏑 銭が規則軌 こ配列L

r地 も7.守rJわら､二g)状態では d.lSCD仰爪eVtS"rYl†I･0爪が苑子頒並をもつ､とい

う二ヒができる｡縁る.T(Tcク､らT〉Tcへの外押奇功を化によるC-1C相克移の遜絶沌_
城跡 こ くdl･SL0mmeγLSural..oれ Aa廿 L-Ce'形成の過粗と見ることができる｡ 1).2)

新式軌 二鳥二の過ご軌1軸r′も) lこ関するランシーユバン碁盤式をとし､て得られるが､)'胤
l音線 ニトメイ-/攻醇,7くる要瑠妬くターンにのみ如 し､その瑚 篤農を研疾しに｡そ
の宛泉を図1に換式絢 二才､LT二ように.(;)P絹の

ド吊 ン塊翫 曲ヾ率もも,て一,VT.に寛平してできる

吹砲 (ニ蝿 p-1.･necurvedver十eyヒよぼう)の

対によ,て取ら折二ド日 -,微の産生 (iDだ陥相の (A'

互いに点村方lBlへの逢勧 (叫 その慈県注す'るP個
の臣 イン雀の軒う肇鮒(額互の鶴亀の調整 )

二机 くり逢うことによ,て.巌獅yL二客足lj周縁
でへだてら折 二日 ;A元)dTSCDqLれ 格子も和束､

する.IC-C摺細 鹿沌 これをあ二立ち｡
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二のモデルによ伸ゴーC一ⅠC兼転移を特毅ブけち'key 針紳廿es'lま (碑 メイー/級
れ私度を.(I':)ドメ/ソ嵐の臨界サ)で.(It亜 メイン後の夢勧遜凍.lit/である｡観

衆験拘 ここれらの壕が挺 肥れ.儀蹄封 Vここヒし拍 い.これらの孝を勧 梱 るに甘 乞

う与で机く泉.空欄でのバターン形緑 のもの紺 る'のか如 直接研 ､ぁる｡玖下そのよ

う東 和 新条ヒして･ST02(永品)のC-1C対象額 にむけるdTscom- 藤子形成混線
にフいて電執二摘 直姦銑抽)籍条もふくめて嶺紛司る.

盲2.S.･0之の C-i-C相転移
SiOzは紛boOoCで空間務6221ち風する

紬 から32にノ亀するイ州 閑‡二移る二と
i描 くから知られていr=.それそl̂r)魔道は

図2に示した.ヒ̀ころが最近その平鋼のLgoC

掲 誓 ItC禦 三言Lt3芸禁 認
わカ㌦ている｡

(α) '†r,･ple一牙城 態

qd_'層 盛

Lg2.

牽勧規 の3'はrqc-0 7まリ島温謂連絡チのr7臭であリ.二の周盟で泉の摘 柵
性も反吠して互､､しこ尊徳 rILち対のg(;象 . 5,歩3)をもつ波が 翻 寺 l二凍結LTこ,li鮭_いわゆ

る'tr,･ple-守成施'与ヒら･す'晶 ら蹄 文数f(Lr)lきちフ戒 の一雄 合

号(r)=孟aieì9こ●Ir十如 く2)

とあらわこれら. 象の希)/恥まいOOJ有価こ血 ､が.鹿 部 二l抽 すか

(級 声.図3.孝貿)[-=･Tすれて､､る. q
(ら) 噺 ,少の;t長波射ヒ

胤 ¢･l拍 t)に工C相をとるItg oCの諸抜放感でメ モく遥 及要化

守る.二の藤子か釘4-7こ示した ･FJ

以上の東食綾 t‡解紳拍 ん Ida"一首明♭明津軌 こよ

って媛象論跡 こ観 隷 て＼､る.｡以下の諸鈴 L二ヒ,て最tJ

重要なニヒしま上'Stの†r日石一歩淡勧ヾS.･Ln折6戒臥こ比

べて野党 lこりろと そ恒 伴 ,て衷2)にもヾ て 声･三も :≠∫

--rz.守rJ'bち
亨(r)- 主なこ SrLn(針 ･,) (言)し三l

ヒ表わゼることである.

(C) drsco仰 .祐3-の組

電子脚線 に!リlC箱て.初夢抽 わbJヾターン璃 組 さ

れて＼､ろ.この/(クー-/Ll.三角務甥 も号し､イ鋸紬 に

おける Da車 - ガ品(感2毎 ･)のフくるつ-,トラ 包牛
スト摘 じt)の拍 えらが その三角樹 の弟即鞠 し托しく両耳撰歌の診(-)から来手

る値‥入=2,%宣言･して､､る.このことLS､IC兼のノヾ7-ンが明らが--jq所軌 こ且 低
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追瀬のL+ノL鳩塩 に琳 するドメイ-/にt/ヒグくt,のでか).二の軌 こd.･scoyR爪emSuJdL･oYt
が介たして＼､ろニヒ与,示唆している.そこで.妨下にみ､､て駄今は S.･Olの71ノン毛-ド

御 がら電顕て凝刺され[こパ7-ンれ r=し机 こ dLISLo仙机.藤 子 一豆耳点すろやのぐ､ぁる

ことも確許し(こ工で･S-OlのC一拍纏考の遜経も 十r甚 一組 砥ぐo)dt･sLo仰 ･苑5--
新鹿通産 t･してとらA,て貌紛する｡ .

･等3 diSCO帆 叫eVlSumfL･0γt-フォノンの舶 一

朗 8→ん額への偽造動LLl･Sこ,Obl子破 婚 他であるカ＼ら(2)式の匪ヤQは･波数
令-鋸 むつ高調 での7ォノン互 一卜の藤平t,考Lろのか各巻である.斐徽 章ら22の

≡ -飢 e(曾=〔号ooJ)上の A.･TTA7才YDや ま 2(釦こ5/0-ラZ聞知の姉 対材者象と

してVっ)であろ.二の改締表現の露髄 Lす.表1に示した｡簡単のためSこの釦 二義召し

～∑ヱー7ォノン毛一ド(21郁刃如 く灯して妄舛解ヒTjち毛一円Lこきを受払 _ヾ7--/を調べ

r瑠 乳も泉21二号ヒわた.これがら､十rL･pAe一夕粟経で･F'Stt(I)の

馳 t才.
qJ(sL･(I))-告C.slJYLqlJr

十 号Ie2SL.れ1'･r一子e'PsIIznqZ･｢ (4･)

十号Je3STJY193･r十 そe望'sL･爪93･r

であろ.これと伺楓 こして.SL,0の妥舷が循られる.

これから凍解フォノソの一柳 の各原子の受

像尺9--,L‡_郎 Q)ようl･Ji.ち.物 二,4.･A .Bて､の

E 2

∑ I t l

?I ? L i.7
LJ(() Te. Te､ -モeiLll くせユ一子eL'
U(lIてJcL.+チcl' EEL Fb一子e二一

馳 JC9--/甘 正しく藤沼園のLf , 湖 の馳 -: 荻して､､右｡このようlこして.工C

称1?ニ9(､的 つ∑ユー7才ノ ン毛 一卜 の頒為し(,A,伐 て､■あり,､奄放て､見られろ三周強弓吊

原町絢二女亘にあらわれろLf,班 の搾信介蒐するdI･SCoJP爪.弟子ヒして贈解できろニヒ
がわが ,rこ.
蓄4 dt･scoれ m eγLSLlraftlOJYt藤子の究穐

sl-れ担 -9鵡 て､l手･a.･sc0- 番 5･ロ ガ九)にLl.東郷 解で ′p-必necjlrVed

ve･巌 x'ヒさんr･JK綿のねたが考えら折 こ.十rLIpAe-?戒娘での同格匂′雫碑 ' として

潤bのまうribのが考k,られる｡ワ'二の齢 l‡､S明 Ae-各の席金のようlてve,+ex
がl蜂 毛も7､強者 が 執､二と.verfex 鮎 eの萄知で2 4･に終られて､､ちニヒが騎徴ぐ､

ある.実像.山本らきい ,て勧 i蝕 (--､鞠 卵 l二･誘通 しr--4--飢 e verTexが明ら

机 二招克するのが見られろ.(図7各照)

一旦発生した冗硫(4,-余れe Verte,×)雨 LSCO小

幕綱 も鰯 胞 によ,て腰掛 (仰9,両 e ) して行く｡
その養過経も現gに示した.注射 べき二と甘
′ sltdeskp ′机品 oれ′しこ払､てた石のジャンプ難
奪 l二贈寸称,l･餌 あヾるニヒである｡(溜ヲ)
指 IC-C紹索夢遜経のkLl,れelllCS

＼＼/ ＼＼､//′

7WT % - ~ 2-g''ne'verTex

三∴ 一･ 三

･LTno,

4-PinetJerTexl

以エ7,青熱二批 7､､､､て､蕎温(工班孝蓬)がら低温相(C･髄'S免)への;lBJをジ'マン7｡
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lこよるLC-C叔綿 の脚麟 最も‡給 わ ｡
高温で一事如 細別ヒモれT-_dL･SComqJl̂･弟縛

に･fリ入そ､､1̂j7:の弟子の弦も7くるにlま

rニヒX)rろ対の′4-AL･舵 Vedex対 'を軌0

のようlこ艶乳するモデルが考えられる｡ドメイ
ン倣 ‡.それで柳 的 すveritxが互い

LこMjれて行く過鎧ヒして終られる.その後.

勧 互､､に向き食,ていTこh/17綱 は ､Sこde

step- 1Llortの手折副生机こわに 互いに

Slo紺erLrこ軌乳用 L)･その癖果新しく皮
レたdL･sLo机 机 .碁わま.その面確執がメき

くTJると句碑 にtJとq)弟子lこ対して′回象'

司る.二の舶 Ll.釦 tに示した｡晴間の絶

息比 もに家 と々彩をする歌も中 とヾして､

このようl周 一新和,J司患Lrこ射し＼華子の
虜練 れる.

史Lこ屈舷灯級朝顔竃でし‡.紺 の畝から驚乾した
ふた77)釆穐同左が積立譲威すろ過発が粧し.これ

にJ,て封二つの新しく斉収 hr-J:･メイン1舷 が

冶体(a竹崎 攻W-a十e吊 る｡(軌 ?息照)

こうして脚 71二Ii弟0..K絢の射 瑚 飢正しい

dLtS〔D机爪e爪 SW ufttoれ格3-((-i-IL.鱗 魚のそ

れこ比べて新 喝勧 芽ヾく.しか摘 何が1線 した)
蛸移威される.二の過経とくり返して.dL.SLOJ九 州 .

断 がマグロ'妹 そこに度し(,-水盤.巾 わら､
D岬 hJyt左脇 VっC楓 診斬 ることに{Jも

図13
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玖Lの考原を寺とわると.十h･pZe一gともつ S.102の 工C-C相患租 ‡･
(;) 4̀-DLtreVertexpaけ ' で取ら折 こド刈 ン叔頑姓
(,I,.) 壇を㊧す vertexの長軸 佃への鉢臥
GIl.I) ニヒ,+tる級から鉢敵してそrこVerfex賂 棚 薮

をく7)ja,すことによ,て戯子砺 ヒ萄k'C水を｡

ノ卵象､亀顕の帥働 .舶 わら穴子 一l/-エ<潔料に表縁 シ.Vン7●をお二でせ-a.ts(洲 ･

断 のJe7 -シ07軸線 仏産藤鯛 ､すうニヒによ,て.上 に遥代た亀子)雌 包行う
ニヒl手.藤めて費味わ硝酸である｡

【封 解す
項韻報 も迎えして下で,Tこ.泉工頬 山ふ組 九 一二汲C慮射します.
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